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豊かな未来社会を築くことを目指し、
コンピュータに関する幅広い
専門知識を身に付けます。

• 情報工学系では、情報に関する体系化した理論から、ソフトウェア、
ハードウェア、マルチメディア、人工知能、生命情報解析等の幅広
い専門知識を修得します。プログラミングの方法を覚えて、単なる
コンピュータの使い手になることを目指すものではなく、今や社会
システムおよびビジネスの全てに取り込まれているコンピュータに
関する技術を原理から深く理解し、新しい情報システムをモデリン
グする技術、複雑なソフトウェアを効率的に開発する技術、大量の
データから必要な情報を抽出する技術、人とコンピュータの知的イ
ンタフェース技術、物体や自然言語を高度に認識する技術、生命に
関する情報を解析する技術、社会をシミュレーションにより解析す
る技術といった最先端の分野において世界を先導する研究者・技術
者として活躍できる人材を養成します。

情報工学系について 私たちのヴィジョン
https://educ.titech.ac.jp/cs/about_us/



情報理工学院パンフレット2023
• 各コースの特長、主な就職先など
• 「東工大 情報理工学院」で検索



情報工学系のコース
• 情報工学コース

– 高度情報化社会を支えるシステムの創造へ挑む
– 学修課程の専門科目から8単位以上を取得していること

• 知能情報コース
– 知能情報分野を先導する人材を育てる
– 学修課程の専門科目から8単位以上を取得していること

• ライフエンジニアリングコース
– 情報工学の専門知識と合わせて，ひとの健康・医療・環境に
関わる工学技術の基礎を身につける

– 必修専門科目を4単位、選択必修専門科目を3単位以上を取得
していること

• エネルギー・情報コース
– ２０２４年度新設

入試合格後、入学前に希望コースを決める
(4月入学の場合)





 異なる学問領域を融合する先駆的な

教育を行う「複合系コース」の１つです。

 それぞれの専門分野で行われる、ひと

の健康・医療・環境などに関する工学

的研究開発や技術開発を一体化した

科学・技術と捉えます。

ひとや社会をよく理解し、それに基づき包括的にひとの特

性と人工物との連関を考えるための教育研究を行います。

 ヒューマンサイエンス、医療・健康科学、生命倫理、ひと

が関わる環境などの基礎学問を習得し、

 材料・応用化学系、機械系、電気・情報系、生命系の学

問領域を横断的に学びます。



特色ある異分野融合科目：修士課程

 ライフエンジニアリング他分野専門基礎第一・第二

 ライフエンジニアリング実践プロジェクト

 アントレプレナー関連科目

 各系の選択科目群

 工学院：機械系，電気電子系，情報通信系

 物質理工学院：材料系、応用科学系，

 生命理工学院：生命理工学系

 情報理工学院：情報工学系



エネルギー・情報コース
• ２０２４年度にスタートする新しい学院横断型コース
• 従来のエネルギーコースに新たに情報系が参加し、エネルギー学と
情報科学を融合した新カリキュラムによる新しいコース

新しいエネルギー社会をデザインし，変革を駆動する「エネルギー学x情報科学」の融合人材を養成する。
各ディシプリンの専門性・スキルを有し，自らのエネルギー関連分野もしくは，情報科学分野の新領域を開拓し，その成果の
社会的意義についての他者に説得的に説明し，巻き込み駆動する高い「人物力」を有する人材の養成する。

エネルギー・情報コース

理学院
化学系

工学院
機械系 電気電子系

物質理工学院
材料系 応用化学系

環境・社会理工学院
融合理工学系

・エネルギー学理講義群
確かな基礎学力

・スペシャリストの育成
専門を究める

・多様な教授陣
現代科学の融合

・産学連携を指向
エネルギー実践教育

・グローバル人材の育成
国際舞台で活
躍

教育の
5つの特徴

情報理工学院
情報工学系

注：予定であり，正式な発表また
は募集要項を確認してください．



エネルギー・情報コースのカリキュラム

・基盤データサイエンス
・基盤人工知能 など

博士論文

修士論文

・エネルギービッグデータ科学演
習

な
ど

エネルギー
ビッグデータ科学講義群

コース専門科目

InfoSyEnergy
プロダクトサービスデザイン

InfoSyEnergy
政策立案ワークショップ

InfoSyEnergy国際
フォーラム

InfoSyEnergy
共同研究プロジェクト

InfoSyEnergy
国際フィールドワーク

エネルギー学理講義群

・エネルギー基礎学理 1,2
・エネルギーマテリアル論 1,2
・エネルギーデバイス論 1,2
・エネルギーシステム論
・エネルギーシステム経済論 など

4単位以
上

所属する系の専門学理講義
群

＊例外があるので詳細は学修案内
を参照のこと

・価値創造のためのマーケティング＊
・エネルギー市場のファイナンスと
データ分析＊

・経済開発とエネルギー政策＊ な
ど

２単位以
上

4単位以
上

エネルギー・情報コース

＊：一橋大学の教員による科目

特に必修の指定はない．

エネルギー・情報卓越教育院
に所属し，修士博士一貫プロ
グラムとしても履修可能

InfoSyEnergy
アウトリーチ

・実践プレゼンテーションA,B,C,W1
・国際学術プレゼンテーションA,B,C,W1
・エネルギー学理実践研究A,B,C,D
・アカデミックティーチング
・アカデミック ライティングA,B
・エネルギー国際派遣プロジェクト
・エネルギー理工学プロジェクト
・エネルギー理工学オフキャンパスプロジェクトD1c, D2c



指導教員及びその研究分野一覧（１）

• a



指導教員及びその研究分野一覧（2）

• a



指導教員及びその研究分野一覧（3）

• a



指導教員及びその研究分野一覧（4）

• a



5グループ
• G1:システム
• G2:ソフトウェア
• G3:生命情報
• G4:人工知能
• G5:知覚情報処理

https://www.li.c.titech.ac.jp
/admission/2023.html



G1: システム
• あ



G2: ソフトウエア
• a



G3: 生命情報
• a



G4: 人工知能
• a



G5: 知覚情報処理
• a



ゼミや研究活動はハード
• やること多い

– 英語論文読み，ゼミ発表準備，実験，コーディング
– 部活に似てる（例：平日はほぼ毎日練習）
– 総合格闘技：いろんなスキルが必要

• 例：正確かつ手短かに説明するスキル
• 試行錯誤や失敗がたくさん必要

– もやもやとの戦い，先生も答えを知らない
• 先生の厳しい指導はアドバイス

– 修論審査での指摘を先回り
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